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　空港や鉄道駅と主要観光地を直接結ぶ乗合型のタクシーは、「観光の足」として利便性が高く、その促進
を図っていく必要があります。

　秋田県では、空港と鉄道駅が離れているといった状況から、空港から直接周辺の主な観光地を結ぶ乗合タクシー
が導入されました。地元の観光協会、交通事業者等が中心となって設立した「秋田二次アクセスを進める会」が運
営主体となっています。
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導入の背景

　いわて花巻空港を発着地とする６
路線（観光地含む）の事前予約の乗
合タクシー。花巻市内の７社の運行
会社が共同で運行しています。

　庄内空港と特定区間の観光地を結ぶ、事前予約
制の相乗りタクシーです。

運行状況 ・空港から観光地、市街地にアク  
　セスする６路線
・事前予約制(２名から運行、前
　日18時〆切)
・空港発着全便に対応した運行ダ
　イヤ(各コース上下各8便/日)

運営主体 エアポートライナー会
　(代表：㈱文化タクシー)

運行状況 ・空港から観光地(たそがれ清兵衛ロケ地
　湯田川温泉、酒田市内観光地、羽黒山
　等)に直接アクセスする７コース
・事前予約制(２名から運行、空港利用者
　に限る)
・空港発着の東京、大阪の各１便に対応
　した運行ダイヤ(各コース上下各２便/
　日)

運営主体 庄交トラベル(㈱庄交コーポレーション)

　秋田県への観光客の８割近くが自家用車を利用しており、
渋滞や自然環境に対する負荷という課題がありました。
　また、秋田空港と観光地が離れており、二次交通がないた
め、観光客にとって目的地までのアクセスには、時間的・費
用的負担がありました。
　そこで、秋田空港から主要な観光地や秋田市街地を結ぶ二
次交通として、乗合タクシー「あきたエアポートライナー」
を運行し、自家用車からの利用転換を図っています。

運行状況 ・空港から観光地・市街地などに直接アクセスする８路線
・事前予約制(１名から運行、前日の21時〆切)
・空港発着に対応し、左図のように路線により運行本数が異
　なります
・運賃は、路線ごとに設定されています(例：空港～角館地区
　1,800円)

運営主体 秋田二次アクセスを進める会(地元の観光協会、交通事業
者、空港関係者、観光業者等が中心となって設立)

運行事業者 タクシー会社、バス事業者など７社

効果・成功
の理由

・実証実験開始当初は、主要な観光スポットを中心として運
　行されていたが、需要に応じて徐々にエリアを拡大し隣接
　県の観光地まで取り込むなどして、利用エリアの広域化が
　実現しています。
・利用実績も年々増大しており、H.15年度8,771人、H.16
　年度13,487人、H.17年度16,167人となっています。
・特にビジネスや地元利用を中心とした「秋田市内速籠便」
　やリピーターの多い「乳頭号」の利用者が多くなっていま
　す。
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路線別輸送実績(H.18)

運行開始時期 H.14.10～

運行開始時期 H.18.4～ 運行開始時期 H.17.4～

注1）空港ダイヤに合わせて毎月変動。

注2）冬期は１往復。

注3）うち２本はTDK秋田工場止まり。



　地域で共通に使えるフリー乗車券は、観光客をはじめ、地域の利用者にとって利便性が高く、周遊などの
広域的な観光に利用されています。

　ウィーンカードにならった全国初の共通フリー乗車券
として誕生し、会津地域での広域的な周遊観光に活用さ
れています。

対象エリア 会津地域11市町村を対象エリアとして、鉄道(ＪＲ
東日本、会津鉄道)、バス(会津バス、会津若松市内
ハイカラさんバス、磐梯東都バス、森のくまさん号)
が利用できます。

価格・期間 大人2,600円、子ども1,300円で、２日間乗り放
題となるほか、観光施設や宿泊施設、飲食店など
の割引サービスが受けられます。

運営 会津ぐるっとカード運営協議会

支援メニュー 公共交通活性化総合プログラム
利用転換実証実験補助

　青森県弘前市を中心に、津軽エリアの鉄道やバスが自由に乗り降りできるフリーパスです。世
界自然遺産・白神山地方面のエリアを加えた「プラス白神」もオプション販売しています。

　東北新幹線の終点八戸を１日自由に周遊できるカードで、市内施設などでの特典
つきとなっています。

対象エリア 八戸市内を対象エリアとして、鉄道(ＪＲ東日本)、バス(市営バス、
南部バス、るるっぷ八戸、シャトルバス)が利用できます。

価格・期間 大人700円、子ども350円で、１日限りの有効で乗り放題となるほ
か、協賛店の割引サービスが受けられます。

八戸カード運営協議会

支援メニュー 公共交通活性化総合プログラム

運営

　杜の都仙台を中心に日本三景松島や山形県山寺を含む広域エリアを２日間乗り放題利用できるパスです。

対象エリア 宮城県仙台市、松島町等７市町村、山形県山形市(山寺)を
対象エリアとして、鉄道(ＪＲ東日本、仙台市営地下鉄、
仙台空港鉄道)、バス(るーぷる仙台、仙台市営バス、宮城
交通)が利用できます。

価格・期間 大人2,500円、子ども1,250円で、２日間乗り放題とな
るほか、観光、飲食施設などでの割引サービスが受けられ
ます。

仙台まるごとパス運営協議会

支援メニュー 公共交通活性化総合プログラム
利用転換実証実験補助
公共交通利用円滑化補助

運営

発売開始時期 H.15.7～

運営

対象エリア 青森県津軽地区の６市町村を対象エリアとして、鉄道(ＪＲ東日本、弘南鉄道、津軽鉄道)、
バス(弘南バス)が利用できます。

価格・期間 大人1,500円、子ども750円で、２日間乗り放題となるほか、協賛店の割引やウェルカム
ドリンクのサービスが受けられます。

津軽フリーパス運営協議会(弘前市商工観光部観光物産課内)

支援メニュー 公共交通活性化総合プログラム

発売開始時期 H.17.７～

発売開始時期 H.16.７～

発売開始時期 H.16.７～




